
■第13回邦楽への招待　■ロレアコンサート

■第50回記念阿南市美術展

日　時　６月26日㈰　13:30開演　
場　所　コスモホール
入場料　1,000円（当日は500円増し）高校生以下無料
出演者　内田道子（胡弓）、庄野龍夫（笛）

久米見奈子（打楽器）、徳島邦楽集団
プログラム　「大津絵幻想」「情熱大陸」ほか
※前売り券は夢ホール、情報文化センター、
　市民会館、平惣各店ほかで好評発売中。
問い合わせは　情報文化センター（☎44−5000）へ

日　時　６月12日㈰
　　　　14:00開演
場　所　夢ホール
入場料　小学生以上500円
　　　　（未就学児無料）
出演者　重松太郎（ピアノ）
　　　　徳島混声合唱団
　　　　真

しんちゅうまがりがねくらぶ

鍮曲金倶楽部（サクソフォンアンサンブル）
「夢ホールコンサート」「みんなでピアノ物語」来場者
による投票上位３組によるコンサートです。
※前売り券は夢ホール、情報文化センター、市民会館、

平惣各店ほかで好評発売中。
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

日　時　５月３日㈷〜５日㈷　 9:00〜17:00
　　　　※５日は16:00まで
場　所　文化会館、富岡公民館
入場料　無料
出品作品　書道、日本画、洋画、写真、美術工芸
問い合わせは　文化会館（☎21−0808）へ

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

５
月
３
日
か
ら
特
別
公
開（
無
料
）

　

こ
の
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
星
座
や

星
の
説
明
は
も
ち
ろ
ん
、
今
ま
で
の
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
で
は
難
し
か
っ
た
宇
宙
旅
行
の
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
や
リ
ア
ル
な
星
の
映
像
な
ど
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
映
像
に
よ

る
星
の
世
界
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
投
映

日
時　
5
月
3
日
㈷
〜
5
日
㈷　

午
前
10
時
30

分
か
ら
1
時
間
お
き
に
6
回
。
5
月
7
日
以
降

土･

日
曜
日
の
午
前
10
時
、
午
後
１
時
、
午
後

3
時
30
分
の
3
回
。

タ
イ
の
蝶
展

　

タ
イ
の
パ
ン
シ
ダ
国
立
公
園
に
て
撮
影
さ
れ

た
珍
し
い
蝶
の
写
真
を
展
示
し
ま
す
。

展
示
期
間　
5
月
22
日
㈰
ま
で

　

阿
南
市
合
併
５
周
年
を
記
念
し

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
「
真
打
ち
競

演
」
の
公
開
録
音
を
行
い
ま
す
。

日
時　
６
月
３
日
㈮　

午
後
６
時

30
分
開
演

会
場　
文
化
会
館
（
夢
ホ
ー
ル
）

出
演
者　
コ
ン
ト
山
口
君
と
竹
田

君
、
牧　

伸
二
（
漫
談
）
、
古
今

亭
志
ん
輔
（
落
語
）
ほ
か

入
場
料　
無
料

申
込
方
法　
往
復
ハ
ガ
キ
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。「
往
信
用
裏

面
」
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
、「
返
信
用
表

面
」
に
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏
名

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
あ
て
先

は
、
〒
７
７
０

−

８
５
４
４　

Ｎ

Ｈ
Ｋ
徳
島
放
送
局
「
真
打
ち
競

演
」
係
ま
で
。

締
め
切
り　
５
月
13
日
㈮
必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
し

て
入
場
整
理
券
を
送
り
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放

送
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
イ
ベ
ン
ト

情
報
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
徳
島
放

送
局
（
☎
０
８
８

−

６
２
６

−

５

９
９
６
）
ま
た
は
文
化
会
館
（
☎

21

−

０
８
０
８
）
へ

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ

「
真
打
ち
競
演
」公
開
録
音

観
覧
申
込
み
の
お
知
ら
せ

科
セ
ン
タ
ー

学

あなんカルチャー

市の文化事業や歴史などを紹介します
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子
ど
も
科
学
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
３
日
間
、
科
学
実

験
や
科
学
工
作
を
楽
し
め
る
「
子
ど
も
科
学
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
ま
す
。

内
容　
実
験
・
工
作
、
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
の
投
映
、
土
星
観
望
会
（
夜
間
・
無
料
）

日
時　
５
月
３
日
㈷
〜
５
日
㈷　

午
前
10
時
〜

午
後
４
時

お
も
し
ろ
科
学
実
験
（
無
料
）

　

毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
て
、
科
学
の
不
思
議
、

原
理
、
法
則
を
楽
し
く
実
験
し
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
・
日
曜
日

午
前
11
時
〜
と
午
後
２
時
〜
の
２
回

昼
間
の
星
の
観
望
会
（
有
料
）

　

大
型
天
体
望
遠
鏡
で
、
日
中
に
見
え
る
一
等

星
や
月
、
惑
星
な
ど
を
観
望
し
ま
す
。
予
約
は

い
り
ま
せ
ん
。

日
時　
毎
週
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日

午
後
２
時
45
分
〜

夜
間
天
体
観
望
会（
有
料・要
予
約
）

　

１
１
３
㌢
大
型
天
体
望
遠
鏡
で
、
そ
の
季
節

や
時
間
帯
に
見
ら
れ
る
星
を
観
望
し
ま
す
。

日
時　
毎
週
土
曜
日

午
後
７
時
〜
、
８
時
〜
、
９
時
〜
の
３
回

問
い
合
わ
せ
は　
科
学
セ
ン
タ
ー

（
☎
42

−

１
６
０
０
）
へ

５
月
の
休
館
日　
２
日
㈪
、
９
日
㈪
、

16
日
㈪
、
23
日
㈪
、
30
日
㈪

村　
　

も
と
も
と
人
の
群
が
り
住
ん
だ
所
を
む
ら

（
村
）
と
言
っ
た
。
部
落
の
こ
と
で
あ
る
。

部
落
は
差
別
用
語
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
の
理

由
で
、
集
落
と
言
い
換
え
た
が
、
こ
れ
は
歴

史
的
に
正
し
く
な
い
。

　

明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
十
月
一
日
、

市
制
・
町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
時
、
村
は
そ

れ
以
前
の
村
の
範
囲
よ
り
広
く
な
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
村
数
カ
村
を
合
併
し
て
新
村

を
つ
く
っ
た
。
明
治
二
十
二
年
に
県
下
を
一

市
、
十
郡
、
二
町
、
百
三
十
七
カ
村
に
再
編

成
し
た
が
、
旧
村
（
部
落
）
を
大
字
村
と
言

う
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
で
も
市
の
下
の
地

名
に
大
字
を
付
け
て
い
る
例
も
あ
る
。

　

と
く
に
農
山
漁
村
で
は
国
民
の
生
活
舞
台

は
部
落
（
村
）
だ
っ
た
。
た
い
て
い
神
社
、

寺
院
を
持
ち
生
産
の
共
同
作
業
、
消
防
、
葬

祭
、
村
道
の
維
持
、
沿
水
等
を
担
う
共
同
体

で
あ
っ
た
。

　

村
の
最
高
議
決
機
関
と
し
て
部
落
会
が
あ

り
、
長
を
部
落
長
と
呼
ぶ
所
が
多
か
っ
た
。

つ
ま
り
、
江
戸
時
代
の
庄
屋
、
肝き
も

煎い
り

に
相
当

す
る
。

　

村
（
大
字
）
は
徳
島
藩
で
は
慶
長
九
（
一

六
〇
四
）
年
、
四
百
九
村
、
廃
藩
当
時
、
五

百
十
七
村
あ
っ
た
。
那
賀
郡
（
現
阿
南
市
、

那
賀
郡
、
小
松
島
市
坂
野
町
・
立
江
町
）
で

は
元
和
三
（
一
六
一
七
）
年
に
九
十
八
村
、

廃
藩
置
県
当
時
、
百
五
十
一
村
あ
っ
た
。

番
組
町
村

　

聞
き
慣
れ
な
い
名
称
だ
が
、
明
治
二
（
一

八
九
六
）
年
正
月
、
旧
与く
み

（
組
）
頭
が
し
ら
し
ょ
う
や

庄
屋
の

管
轄
区
域
に
対
応
し
、
各
郡
毎
に
順
番
を
つ

け
た
も
の
と
言
わ
れ
る
。

大
小
区
制　

　

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
五
月
一
日
、
大

小
区
制
を
施
行
し
た
。
県
下
を
十
大
区
、
七

十
一
小
区
、
六
百
四
十
二
町
村
に
分
け
た
。

那
賀
郡
は
第
九
大
区
。
そ
の
下
に
数
カ
村
を

ま
と
め
て
小
区
と
し
た
。
大
区
に
区
長
、
小

区
に
戸
長
、
副
戸
長
を
置
い
た
。

郡
区
記
別

　

明
治
十
二
年
一
月
一
日
、
郡
区
町
村
編
成

法
を
施
行
。
大
小
区
を
廃
止
し
、
県
下
に
八

郡
役
所
を
置
い
た
。
数
町
村
を
ま
と
め
て
記

別
と
称
し
た
。
県
下
に
二
百
四
十
二
記
別
を

置
き
、
連
合
戸
長
役
場
を
置
き
戸
長
を
任
命

し
た
。
後
に
統
廃
合
が
行
わ
れ
二
百
三
十
七

記
別
と
な
っ
た
。

　

現
在
、
徳
島
市
で
は
渭
北
記
別
、
渭
東
記

別
等
が
慣
習
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。

　

旧
市
制
・
町
村
制
は
、
明
治
二
十
二
年
十

月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
。
現
在
、
県
内
で
は

市
は
一
よ
り
八
つ
と
な
っ
た
。
村
は
佐
那
河

内
村
の
み
で
あ
る
。
一
郡
に
一
町
あ
る
い
は

一
村
し
か
な
い
の
は
那
賀
郡
（
那
賀
町
）
、

名
東
郡
（
佐
那
河
内
村
）
の
み
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
同
年
長
池
村
が
成
立
。
同
二
十

六
年
長
生
村
と
改
称
し
た
。

郡
制

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
七
月
二
十
二

日
、
郡
区
町
村
編
成
法
が
制
定
さ
れ
、
郡
は

県
と
町
村
の
中
間
機
関
と
な
っ
た
。
郡
に
は

郡
役
所
を
置
き
、
郡
長
が
任
命
さ
れ
た
。

　

郡
は
「
コ
オ
リ
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多

か
っ
た
が
、
こ
の
太
政
官
布
告
に
よ
っ
て
正

式
に
「
グ
ン
」
と
な
っ
た
。

　

県
下
に
は
八
郡
役
所
、
二
百
三
十
七
記
別

と
な
っ
た
。

　

明
治
二
十
三
年
五
月
十
七
日
、
郡
制
公
布
。

翌
年
四
月
一
日
、
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
時
、

十
郡
と
な
っ
た
。

　

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
四
月
十
一
日
、

郡
制
廃
止
令
が
制
定
さ
れ
、
同
十
二
年
四
月

一
日
、
郡
は
消
滅
。
同
十
五
年
六
月
三
日
、

郡
役
所
は
正
式
に
廃
止
さ
れ
た
。

　

昭
和
十
七
年
七
月
一
日
、
県
と
町
村
の
中

間
機
関
と
し
て
勝
名
（
名
東
、
名
西
、
勝

浦
）
、
那
賀
、
海
部
、
板
野
、
阿
波
麻
植
、

美
馬
、
三
好
に
地
方
事
務
所
を
設
置
。
同
三

十
一
年
三
月
三
十
一
日
、
廃
止
さ
れ
た
。

　

参
考　

羊よ
う

我が

山さ
ん

人じ
ん

著
「
粟あ

わ

之の

抜ぬ
き

穂ほ

」
人
の
巻

大
小
区
か
ら
郡
制
へ

阿
南
市
文
化
財
保
護
審
議
会

会
長　

湯　
浅　
良　
幸

阿
南

 

ふ
る
さ
と探

訪
其
の
62
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